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八名の歴史を学ぶ会 資料 ７ 
   

西郷氏に関わる年表 
       

          ＜参考＞ 豊橋市史，八名郡誌，東三河の戦国時代 

  年   代        で  き  ご  と 

１５２９年（享禄２） 

１５３５年（天文４） 

１５３７年（天文６） 

１５４９年（天文 18）

１５６０年（永禄３） 

１５６１年（永禄４） 

 

 

 

 

１５６２年（永禄５） 

１５６３年（永禄６） 

１５６４年（永禄７）

１５６８年（永禄 11） 

 

１５６９年（永禄 12） 

１５７１年（元亀２） 

 

１５７２年（元亀３） 

１５７３年（元亀４） 

１５７４年（天正２） 

１５７５年（天正３） 

 

１５７８年（天正６） 

１５７９年（天正７） 

１５８０年（天正８） 

１５９０年（天正 18） 

宇利の戦い 松平清康，東三河を勢力下に入る。 

守山崩れ  松平清康が家臣に討たれる。 

戸田氏，吉田城を奪取。  

松平広忠没 今川義元が三河を平定 諸将今川方につく。 

桶狭間の戦い 今川義元討死。 

西郷正勝，菅沼定盈
さだみつ

等，松平につく。 

今川方の吉田城主，小
お

原
はら

鎮
しず

実
ざね

に攻められ，定盈野田城を明

け渡し，西郷に退く。高城
たかつき

に砦を構える。 

今川方の朝比奈泰
やす

長
なが

が五本松城を攻め，正勝・元正父子が

討ち死に。次男の清員
きよかず

が本領を取り返す（仇を討つ）。 

定盈，野田城を奪い返す。松平・織田が同盟。 

元康が家康と改める。 

家康，吉田城を攻め，開城させる。 

定盈，家康の遠州攻めで中宇利に入る。先鋒として刑部
おさかべ

 

（引佐）を攻略。家康，遠州の各地を攻略し勢力拡大。 

山家三方衆，武田信玄に属す。 

武田の侵攻があり，西郷義勝が竹広表の戦いで討ち死に。 

定盈，信玄に攻められ西郷に退くが，野田城修復後戻る。 

信玄，遠州へ出陣。家康，三方ヶ原で敗れる。 

信玄，野田城を攻め開城させるも甲府への帰途，死亡。 

山県昌景
まさかげ

が西郷に侵入，家員
いえかず

，定盈とともに撃退。 

長篠・設楽原の戦い 家員
いえかず

は酒井忠次に属し定盈とともに

鳶ヶ巣攻めに加わる。 

お愛の方，徳川家康に召され浜松城に上り側室となる。 

お愛の方，西郷の局
つぼね

と称され２代将軍となる秀忠を産む。 

西郷の局，忠
ただ

吉
よし

（尾張の清洲城主となるも若死）を産む。 

家員
いえかず

，家康関東移封の際，下総
しもうさの

国
こく

（千葉）で５千石を賜る。 
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 八名の歴史を学ぶ会 資料 ８ 
   

西郷氏と菅沼氏 
 

 

西郷氏と野田の菅沼氏は姻戚関係にあり，互いに支え合って戦国時代を生き抜いて

います。西郷正勝
まさかつ

に嫁ぎ，元正
もとまさ

，清員
きよかず

を産んだのは野田城主菅沼定則
さだのり

（定盈
さだみつ

の祖父）

の娘です。したがって元正，清員兄弟と定盈は従兄弟関係になります。 

西郷正員
まさかず

は，松平清康に従い，宇利の戦いでは菅沼定則とともに先陣として軍功を

あげたとされています。しかし，松平勢の後退，今川氏の東三河進出のためやむなく

今川氏につきます。正員
まさかず

没後，正勝が継ぎ，今川方に属しました。その後，西三河に

おいて松平元康の勢力が強大になってくると，西郷正勝はじめ，野田の菅沼定盈
さだみつ

，田

峯の菅沼定忠等が松平に従いました。この時，次男の清員
きよかず

は人質として岡崎に送られ

ました。さらに，長篠の菅沼氏，作手の奥平氏等が続々と元康につくと，今川氏
うじ

真
ざね

は

大いに怒り，当時吉田城内にとめおかれた諸将の人質１３人を殺害してしまいます。

正勝，定盈の妻も含まれていました。 

永禄４年（１５６１），吉田城の小原
お は ら

鎮
しず

実
ざね

は今川に背いた諸将を討つべく，野田城

の菅沼定盈を攻撃しました。五本松城にいた西郷正勝は，長男の元正を送り，定盈を

助けたが，こらえきれず城を明け渡して西郷に退きました。西郷に退いた定盈は，高城
たかつき

に砦
とりで

を構え，正勝も中山の堂山に砦を

構えました。さらに鎮
しず

実
ざね

は，西郷の定

盈と正勝を攻めるもなかなか落とせず，

正勝は五本松に築城して移り，元正に

嵩山
す せ

月
わち

ヶ
が

谷
や

城を守らせました。 

しかし，今川方の朝比奈泰
やす

長
なが

が五本

松城に夜襲をかけます。不意を突かれ

た正勝は苦戦に陥り，月
わち

ヶ
が

谷
や

に帰る途

中の元正が引き返しましたが，衆寡
しゅうか

敵

せず，正勝・元正父子は討ち死にしま

した。この後，元康のもとにいた次男

の清員
きよかず

は仇を討とうと願い出て，元康

から兵を得て，本領を取り返しました。 

しかし，清員は元康の命を固辞し，

亡兄の子義勝に跡を継がせました。 「豊橋市史より」 


